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広報 な か わ だ ２０２２年 ６月

第５００号    中和田カトリック教会 広報委員会 

                              泉区中田北１丁目９－１ Tel (045)803-6141 

                        ２０２２年６月５日           https://nakawada-catholic.com 

広報５００号 記念！！ 中和田カトリック教会

フランシスコ・ザベリオ 日野武満神父

 故小林陽一神父様の時代に４００号記念誌が発行されたことが 

知らされました。教会の土台を築いた故木村義男神父様から数え 

２０１４年私が着任するまで５人の神父様達が中和田教会に携わ 

りました。まだパソコンのない時代、係の人は手刷りガリ版で 

発行していたとの事です。 

 原稿用紙、ガリ版原稿紙（ガリ版文字）に移し書き、と 

大変に手のかかる時代の係の方に敬意と感謝を申し上げます。 

 この春に教会が再建され、明るく広々とした教会で、これから 

も絶え間なく教会広報が継続されていくことを祈ります。        「広報なかわだ」第１号 

教会ごよみ（６・７月）

 日 曜  典 礼（ミ サ）     備   考     そ の 他 

６

月

 ５ 日 祭日ミサ(9:00) 聖霊降臨の主日［祭］ 第１地区 

１１ 土 教会委員会(10:00) 

１２ 日 祭日ミサ(9:00) 三位一体の主日［祭］ 第２地区 

１９ 日 祭日ミサ(9:00) キリストの聖体［祭］ 第３地区 

２６ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１３主日 第１地区 

７

月

 ３ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１４主日 全地区 

 ９ 土 教会委員会(10:00) 

１０ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１５主日 全地区 

１７ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１６主日 全地区 

２４ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１７主日 全地区 

３１ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１８主日 全地区 

※初金、週日ミサ、主日以外の祝祭日ミサは記載の日を除き７月末まで行いません。 
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祝 「広報なかわだ」５００号 記念特集

「広報なかわだ」５００号を祝して 

小野寺 功 

 最近聞くところによると、当教会の唯一の情報誌「広報なかわだ」は、本誌で５００号を数えるとの

事です。本当におめでとうございます。 

成⻑する樹⽊の年輪のように、毎⽉発⾏されてきた「広報なかわだ」には、典礼、⾏事予定その他、

すべて必要な情報が掲載されています。それで仕事がとくに忙しい時期は、教会生活を支える指針とし

て、本当に助けられてきました。改めて編集者の方々のご苦労に感謝したいと思います。 

 今遠く振り返ってみて、初期の頃と比較してみると、編集の面や広報活動の報告にも、年々工夫が加

えられていて「委員会だより」など、とても簡にして要を得ており各分野ごとの情報が一層わかり易く

なりました。また、以前に較べてみると、写真やカットも新鮮、豊富で、魅力が増してきています。 

 さらに、かつて私も「中和田の風」に投稿したことがありますが、なぜか気楽に書き易く、風に促さ

れ読み易い気がしました。また、インタビューという⼿法は、書くよりも気楽に本⾳を語れる⻑所があ

り、本誌の一つの魅力となっていると思います。 

 それに加えて、かつて私は当教会の今井暁⼦さんの「信仰の旅〜永遠の命との出会い〜」を読み、深

く感動した覚えがあります。今後はこうした本の書評など加えてほしいと願っています。 

 最後に「広報なかわだ」編集の屋台骨として、今日まで一貫して支えてこられた武田幸子さんのご苦

労に対して心から御礼を申し述べたいと思います。 

「祝 ５００号！」 

小野雅彦 

広報グループの皆さまのご努力により、第 500 号発行を達成されたことを心よりお慶び申し上げま

す。良い機会と思って創刊以来の過去の紙面を改めて拝見してみましたが、中和田共同体が歩んできた

⻑い道のりが（⾏間を含めて）深く刻み込まれており、先達の皆さまのご苦労も強く偲ぶことが出来ま

した。 

 例えば、私たちは近隣教会の方から時おり「中和田は、“家庭的”な雰囲気の教会ですね。」というよう

なお言葉を聞くことがあります。なかに居る私たちは日常的にそのように感じることはあまりないかも

しれませんが、私たちがとくに意識しないうちに培われてきた何か独特の“文化”的なものがその歴史と

ともに「広報なかわだ」に詰まっているようにも感じました。 

また、広報紙としての性格上、どうしても大きな“イベント”が紙面を賑わすことが多くなりますが、

その中にあっても、信徒の皆さまの「思い」、「考え」、「感じたこと」などを率直に分かち合う工夫が盛

り込まれ、それがいろいろな場面を通して洗練された形になってきたことは、信仰共同体の広報紙とし

て養われた大きなお恵みだと思います。 

今後とも、信徒全員で、「地域に密着した開かれた教会」の機関誌として、「広報なかわだ」を盛り上

げていければと念じています。 

中和田教会のホームページからは、1976 年 5 月に発行された第 1 号以降のほとんど全ての広報紙面

を（ガリ版刷を含めて）閲覧することが出来ます。ぜひ皆さまにご覧頂き、中和田の歴史を味わってみ

て頂ければ幸いです。 
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「思 い 出」 

  石井三雄 

 中和田会報 500 号記念お祝い申し上げます  

 "中和田教会だより”は発刊されてからおよそ 40 年になりますがこれまでの信仰生活の中で思い出に

残る事柄を思い返してみました。  

 山崎神父様が中和田教会に赴任されておよそ半年が経過したころと 

記憶していますが神父様から散髪の依頼を受けました。 

その経緯は自分が以前アルジェリアの砂漠でプラントの建設工事に 

約２年間従事していた時の思い出話の会話の中での時でした。   

 イスラム教のこの国では金曜日が休日となっていましたが、その時 

の息抜きといえばサソリ狩か “砂漠のバラ"を探しに行く事でした。 

車で 1 時間ほどのところです。サソリは岩の下に隠れていることが多くそれを見つけると割りばし

でつまんで刺されないように気を付けながらガラス瓶に入れるという結構緊張する作業です。   

 また“砂漠のバラ”とは別名ローズドサブレと呼ばれ砂の結晶で出来ていて、昔からヨーロッパでは大

変貴重品となっていました。今では国外に持ち出し禁止となっていますが当時は持ち出し自由でした。

そのほかは髪の毛が伸びたときに自分自身で散髪をしていたこと等で、これらの会話の中で生じた話題

について特に散髪の件に興味を持たれたようでした。   

 神父様は床屋に行って時間を費やしてまでも整髪をすることには余り 

関心がないようでした。 時間もそうですがその代金を教会維持のほうに 

回されていました。   

 当時の「なき部屋」、今の小聖堂ですが、ここの床に新聞紙を広げ、寒い 

ときは石油ストーブを横に置き、暑いときにはドアを開け放して行いました。   

 神父様が体調を崩される半年前ごろだったと記憶していますが散髪をして 

いるときに「もう 20 年になりますね」ポツリと言われましたが、その時    山崎正俊神父様

初めて毎月「なき部屋」にきて行なう散髪がすでに自分の生活に一部になっている事に気付かされまし

た。それは散髪のついでに曜日と時間によっては大相撲とか野球のナイター中継を見ながら時間を過し

た時も、また家内が同行した時はお茶を飲みながら話が弾み楽しい時間を過ごした事が蘇ってきました。   

 このほかにも「なかわだ会報」の編集とか「新集会室棟」建設等にも携わってきましたが、この散髪の

ボランティアだけがいまだに強く心に残っています。   

 今の自分は自身での散髪はとうに止めて専ら 10 分で済む QB 店の世話になっています。   

 神父様から頂いた髪のカット用と梳（す）き用の鋏"周作”は神父様の妹さんが選んで呉れたとのことで

した。これと散髪時に用いたカバーはいまでも大事に保管していて懐かしい思い出として残っています。    
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「中和田広報誌 作成の思い出」 

岩渕英介 

広報作成にタッチできたのは私にとって非常に有意義な経験であり、また良い思い出となっており

ます。あまり教会のことをよく分からずなんとなく過ごしてきた私にとり、新しい見聞も多く勉強に

なりました。まだ現役バリバリで仕事が非常に忙しい時期でしたので、いつも締め切りに追いまくら

れ、発行日の前日は夜中の 10 時頃どこかのコンビニで状態の良いコピー機を見つけては必死に両面コ

ピーをしていたのを思い出します。 

石井さんから広報を引き継いで 190 号（1994 年 3 月号）から始めて 363 号（2010 年 1 月号）まで

担当し、364 号から小野さんに引き継いで頂きました。この間パソコン関係の技術進歩の恩恵で作成も

楽になり、私にとって良い勉強にもなりました。イラストや写真も簡単に挿入できるようになり、当

初コンビニで苦労していた印刷も、A3 対応のレーザプリンターのおかげで、自宅で簡単にしかもカラ

ー印刷もできるようになりました。（その後カラー化は費用面で中止されましたが） 

教会の広報誌も当初はガリ版刷り第 1 号（1976 年 5 月、福島さんがタッチされています）からスタ

ートし、七浦さん、宮崎さんの御担当、第 47 号から手書きコピー版となり、86 年石井さんの時からワ

ープロによる活字スタイルに変更されました。その後ワープロ出力の切り貼り方式から全誌面一括パソ

コン作成に切り替わり、A3 両面印刷のスタイルが続いています。 

歴代広報委員さん達の御努力で単に技術面のみならず内容面で色々な試みがなされ、ついに 500 号

を迎えることとなりました。御尽力に御礼申し上げます。これからも皆様のための広報誌としてます

ます発展していきますよう念願しております。 

広報なかわだ「中和田の風」に関わって 

今井暁子 

２０１１年４月２３日復活徹夜祭にて受洗、２０１２年に広報委員として任命されました。その頃設

けられていた“中和田の声”欄に対してあまり積極的な投稿がなく、何か良い案はないかとのことでした

ので、受洗のきっかけや信仰に対する思いなどをお聞きするインタビュー記事を提案して「中和田の風」

がスタートしました。 

先日振り返ってみたところ「中和田の風」はインタビュー、投稿文を合わせて６０数名の方々に登場

していただきました。改めてインタビューをお受けくださった方々、投稿してくださった方々に心より

お礼を申し上げます。皆様の心の深みにある信仰への溢れる思いを分かち合い、証してくださったこと

こそ中和田教会共同体の宝であると確信しております。 

これを機にまだ読んでいないお子さんやお孫さんなど次世代の方々に読むことをお勧めいただき教

会共同体の賜物として伝えられていったらと切に思います。「中和田の風」はホームページの広報アー

カイブでご覧になれます。まだ当欄に登場していただいていない方にはインタビューや投稿をお願いす

ることもあると思いますので、その節はご協力のほどお願い致します。 

最後になりましたが、手刷りの広報を立ち上げてくださった方々、PDF 編集で美しいカラー版の広報

を作成してくださった歴代の広報委員の方々、ここ数年は企画と編集を一手に引き受け、読みやすい広

報誌を編集してくださっている武田幸子さんに心から感謝申し上げます。今後ますます【広報なかわだ】

が皆様に愛され読まれますよう、新しい広報メンバーの方々が新しい風を入れてくださることを期待し

ています。        
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＜シノドス（世界代表司教会議）へのアンケートの回答のまとめ＞

シノドスのテーマ「ともに歩む教会のためー交わり、参加、そして宣教」について横浜教区からアン

ケートがあり中和田教会としての回答を検討した結果、次のようにまとめました。 

＊小教区（中和田教会）の振り返り分かち合い 

★子供の数が減った。以前は司祭やリーダーたちの存在が大きく子ども達が教会に来ることを楽しん

でいた。家庭集会が横のつながりを強め助け合いがあった。家庭的な雰囲気を外部にも伝えたい。 

★問題点として、以前の婦人会、壮年会といった横の繋がりがなくなり、グループごとの活動に専念

するあまり縦割り傾向が強くなっている。次世代への引継ぎができていない。世代間ギャップを感

じる。教会に来られなくても地域社会で奉仕していることに意義がある。 

＊質問への回答 

１．交わりの諸次元はどの程度深まってきたか？ 

１）①外国信徒との交わり 

➝建物を大規模修繕するにあたり、またコロナ禍とも重なって外国籍（ベトナム）の方は減少傾向に

あった。しかし二世の方が典礼の奉仕、朗読、侍者に関わって下さっている。 

  ②エキュメニズムとの関り 

➝泉区にある教会が協力しあって区⺠クリスマスが盛んに⾏われていた。昨年は ZOOM 配信された。 

２）a）共同宣教司牧について 

  関わったことがある信徒からは、小教区以外の司祭、信徒の方々との出会いが信仰を深める良い機

会になったという声が聞かれた。⼾塚教会との協力体制、藤沢教会での堅信式に至った。 

  b）三部門については全く知らない信徒、聞いたことがあるくらいの声が多かった。 

２.交わりとしての教会をめざして、今後何が求められるか。 

  共同体として共同宣教司牧の意義、目的が理解されていないので積極的に知らせていく必要がある。

３部門の集まりが小教区で共有される必要がある。 

３．その他、中和田のこれから 

  新しい試みに、たとえ空振りであっても積極果敢に取り組む。一つの方向に固執しないで、状況に

応じて変化を恐れずに進化していく。 

４年前の コンサート演奏者の方々からの お祝いメッセージです

中和田教会の皆様 

 この度は中和田教会のご再建、おめでとうございます。 

 心よりお祝い申し上げます。お手紙とリーフレットを頂戴致しまして、 

どうもありがとうございます。美しい聖堂に廻りのスペースも広々として、 

素晴らしい教会ですね。 

 完成までのご苦労やそれを乗り越えられたことなどをリーフレットで拝読し胸を打たれました。 

 ４年前に演奏させて頂いた折には大変お世話になりまして、本当にありがとうございました。 

聖堂という特別な場での演奏は私たちにも忘れられない思い出となっております。 

 これからも中和田教会が信徒の方々や地域の方々の大切なかけがえのない拠りどころの教会として、

愛され続けることを願ってやみません。           「かまくら姉妹」より 
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委員会だより（文中敬称略） 

＜５月教会委員会＞（５月 14 日（土）11 名出席） 

１．日野神父様のお話

・今、世界はウクライナでの戦争が問題になって

います。かつて日本も戦争がありました。私は

体験しましたが、ひどかったです。「平和」を

願い入り口の掲示板にも貼りました。皆さまの

お陰で建物は再建されましたが、利用の仕方を

有意義にしたいです。そして外来者が来る外に

開かれた教会にしたいです。 

２．財務（小野（和） 小野委員長）

・４月度の一般会計、建設会計、愛の献金の会計報

告が行われた。 

・建設会計の特別献金に日野神父様と磯子教会の

方から多額の献金を頂いた。 

・今年の年末から⻑期借⼊⾦の返済が始まる。 次

世代の負荷を少しでも軽減するための「前倒し

返済」の可能性については、今後の建設会計の推

移を見て決定する。 

３．新型コロナ対応（近隣教会動向）

・第５地区、及びその他の教会も大きな変化はなし。 

➡中和田教会は、コロナの状況を見ながら７月の

主日ミサは地区別制限なしとする。このために、

ミサ前に椅子をホワイエに並べるなど、教会委

員が率先して奉仕する。 

４．消防設備点検（5/12）の結果について（五十嵐）

・消火器、警報機の設置の点検と指導があった（委

託先の前田工機による）。 

・自衛消防隊を立ち上げるように準備する。 

５．中和田 NEXT の会（今井副委員長）

・「マリアカフェ」をオープンする。 

６．教会運営全体についての集中的な議論について

（小野委員長）

・（⼩野委員⻑）建物再建はほぼ実現したが、以前

からの教会全体の運営についての議論を再開す

る必要がある。教会委員会のミッションはどう

か？ 梅村司教様が多くの司教教書を通して 20

年来呼び掛けておられる変革が全く実現できて

いない。司教教書に基づき、「信仰共同体」とし

ての小教区運営の在り方に立ち返って議論が必

要である。単に教会委員を交代するのではなく、

教会委員会の運営構造そのものを刷新すること

が求められている。 

検討に際して配慮、具体化が望ましいポイント

は何か、散見される課題をどう改善していくか

等である。これをしばらくの間、議論していきた

い。 

・「居場所」の課題は大きい。主日ミサが終わっ

ても、互いに話や分かち合いすら出来ずにすぐ

帰ってしまう信徒が多い。 

・聖書の話を聞きたいという方がいるが（コロナ

禍ということもあり）講座がない。 

・委員会は決まった人ばかりが出ていて、しかも

決まったことも部員に伝えられていないよう

だ。 

・高齢世代から次世代への継承が、能書きだけて

全く具体化されていない。 

・地区委員の役割をもっと機能させる必要がある

（例えば、「福祉」関連）。 

＜対策として＞

・「全ての信徒が、いずれかのグループに所属す

る」仕組みづくりの実現を検討する。 

・（”教会活性化”の意志を織り込んで）今年は秋の

バザーを再開する方向で進めていきたい。（や

り方は色々工夫する） 

・聖書の会を再開していただきたい。 

・新しい信徒の方に役割をお願いする。 

・委員会は誰でも参加できることを再確認。 

・典礼もミサ奉仕者の割り当てを地区別組織に担

当していただく。当面、朗読、答唱、祈願等の

奉仕） 

・教会学校は子どもが少ないが、あたってみて

（土）の午後に教会で勉強を再開したい。中高

生の居場所作りをしたい。 

・周知体制として広報は時期が遅くなるので、重

要なポイントだけでも連絡網で流す方法もある

のでは。また若い人達に直接情報を流すために

も、連絡網にライン経由なども考えてみたい。 

＜次回委員会 ６月 11 日（土）＞    以上 


